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１ 遠田勝一氏 黄綬褒章受章!!  

 11月 3日付、政府は 2020年秋の褒章受章者を発

令した。本県関係では、遠田勝一氏（有限会社遠田

林産会長）が黄綬褒章を受章した。黄綬褒章は、業

務に励み国民の模範である人に賜与され、林野庁

関係では全国で 6 人が受賞した。遠田氏は木産協

副理事長や素材生産部会初代会長を歴任し、組合

の運営や事業活動に大いに貢献いただきました。

また、森林経営計画の策定や再造林事業、庄内海岸

林クロマツ林の保全活動にも力を入れています。

近年は、集成材工場やバイオマス発電施設への

出荷に加え、中国への原木輸出などの事業を展

開しています。2018年には川村造林記念県林業

賞を受賞しています。11 月 10 日文翔館（山形

市）にて、秋の褒章等伝達式が挙行され、吉村

美栄子知事から手渡され、他の県内受賞者と記

念撮影となった。例年、配偶者同伴の式典であ

ったが、コロナ感染症対策のため、本人のみの

出席となった。 
 

２ 令和 2 年度第 1 回山形県森林審議会出席!! 

 11月 9日に山形県建設会館（山形市）で県森林

審議会の本年度第 1回会合が開かれた。審議会で

は、本県の森林・林業施策の指針となる第 2次県

森林整備長期計画（2010～2019）が終了し、次期

森林整備長期計画（2020～2029）を策定する。こ

の計画は別称「やまがた森林ノミクス加速化ビジ

ョン」とした。松田理事長が審議会委員として参

加し、公共施設・民間施設の木造化や木質化、森

林経営管理システムの効率的な運用を図るよう提

言した。本県の農林水産業の方向性をまとめた第 3次農林水産業元気再生戦略などを踏ま

えて、2021年度から始まる第 4次戦略に合わせて第 3次森林整備長期計画を策定する。 
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３ 県ＪＡＳ製材連絡協議会研修会開催!! 

 11月 17日山形国際ホテル（山形市）において山形県

ＪＡＳ製材連絡協議会研修会を開催した。冒頭コロナ禍

での総会書面決議や林業まつり中止などの経緯説明が報

告、了承された。今後の計画、新聞広告案、次期パンフ

レット案等では、一部修正要望を組み入れた状態で了承

された。県へのＪＡＳ材利用拡大の要望書提出の件は会

長に一任された。12月中旬頃、ＪＡＳ製材協阿部会長と

専務で、櫻井信県住宅建築課長に陳情する予定。 

４ 県産木材輸出研修会開催!!   

 11 月 19 日ホテルリッチ＆ガーデン（酒田市）に

おいて、県産木材輸出研修会を開催し、庄内地区の

木産協会員企業 12 社が受講した。木産協酒田飽海

支部太田真幸支部長による歓迎の挨拶から始まり、

第 2部の意見交換会まで終始なごやかに進められた。

講師には、王子木材緑化㈱本店国際部主任菊地陽太

氏が「県産木材輸出の現状と可能性について」と題

して原木と製材品も含めた輸出の可能性について

最新情勢を踏まえ紹介した。今後も研修会や打ち合

わせを進め、県産木材の輸出拡大に向け協議をしていくことを確認した。 

５ やまがた美しい森林づくり推進大会出席!!  

 11月 24日にパレスグランデール（山形市）において、

やまがた美しい森林づくり推進大会（第 67 回県林材業年

次大会）が開催された。国・県に対し、森林・林業・木材

産業の振興策として、「やまがた森林ノミクス」の加速や

予算確保を要請する大会決議を承認した。今井敏大会会

長（森林協会会長）が県民の理解の下、林業・木材産業を

地域産業として振興を図っていきたいと挨拶し、吉村美

栄子知事、金沢忠一県議会議長、浅川京子林野庁次長が祝辞を述べた。引き続き、浅川次長

が「森林・林業・木材産業の課題と今後の展開」と題して講演した。 

６ オール山形農林業専門職大学応援プロジェクト会議出席!!  

 11月 24日に県自治会館（山形市）において、農林

業や食産業の代表者約 40名が出席し、東北農林業専

門職大学への支援策について、意見を交わし県への

提言をまとめた。提言書は 30日に有志代表（林業は

県森連会長）から吉村知事に提出する予定。県では、

同時並行して就農支援プロジェクトや臨地実務実習

支援プロジェクト等を進めている。 
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７ 県産広葉樹展示販売会開催!!  

11月 23～24日有限会社アイタ材木店倉庫棟（山形市 

長苗代地内）で、山形県産広葉樹展示販売会（主催：県 

広葉樹利用拡大協議会、㈲アイタ材木店）が開催された。 

 今回は、令和 2年度山形県広葉樹等利用拡大プロジェク

ト事業を活用し、倉庫を展示・乾燥施設として改装し、大

工・工務店等の消費者に触って見ていただく施設とした。 

県産広葉樹（ナラ、ブナ、クリ、オニグルミ、ヤマザク

ラ、ホウ等）のフローリングや壁材、家具材、木工品を展

示した。コロナ禍ではあるが、2日間で県内各地から約 50名が来場した。 

８ 合法木材実務研修会開催!!  

 11月 25日パレスグランデール（山形市）において、令

和 2年度合法木材実務研修会を開催した。3年に 1回受講

することが義務付けられており、今年度は会員 42名が出

席した。初めに日本木質バイオマスエネルギー協会専門調

査員大久保敏宏氏が「発電利用に供する木質バイオマスの

証明のためのガイドライン」と題して講演した。 

９ 1２月以降の行事予定 

10 日本百名山シリーズ紹介（久住山） 

  九州久住山は大分県竹田市（旧久住町）にある九重

連山の火山で、最高峰中岳(1,791ｍ)など九峰を有す

る山塊である。飛行機で熊本入りすると左手に阿蘇

山、右手に久住山の噴煙が見える。ふもと登山口から

1 時間ほど歩くと、芹洋子「坊がつる賛歌」で有名な

湿原が広がり東北の尾瀬に似た風景となる。ここで

は、毎年 5月下旬に山開きを中岳と対峙する大船山と

で交互に開催している。この年は、大船山（1,786ｍ）

で運良く？登山日がこれにあたり、山頂はご覧の通り

賑やかで、九州森林

管理局長も来賓で挨拶し神事が催された。中岳方面は火

山そのもので、荒涼とした砂礫と噴石、溶岩がゴロゴロし

た登山道で、大船山は頂上以外の登山道が緑の中となる。

6月上旬には、九州地区で有名な平治岳を中心にミヤマキ

リシマのピンクの花が満開となり、湿原の花と合わせ「坊

がつる」の夏が始まる。湿原のわきには法華院温泉の山荘

があり、登山後の疲れを癒してくれる。 

日 程 行   事   名 出席予定者 

12. 7 木産協三役会議              新庄市 山葵屋 理事長等 

12.11 山形県林業まつり実行委員会        パレスグランデール 理事長等 

12.11 森林・林業・林産業活性化推進研修会    パレスグランデール 理事長 

12.14 森林審議会企画委員会           県庁会議室 理事長 
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11 住宅着工状況 

令和 2年 10月期の県内新設住宅着工戸数は 441戸となり、対前月比 108.4％、対前年同月比 119.8％、前年累計比は 88.3％となり、やや

減となった。全国的にも 8.9％減で、持ち家は徐々にではあるが、回復傾向にある。県内では寒河江市・東根市・酒田市が増加傾向。 
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